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本
市
で
は
、
重
点
施
策
で
あ
る
「
個
性
あ
る
市
民
文
化
の
造
型
」
具
現
化
の
一
つ
と
し
て
、
わ
が
国
唯
一
の
文
化
財
で
あ
る
史
跡
元
寇
防
塁

ノ

の
保
存
整
備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
保
存
活
用
を
い
っ
そ
う
促
す
た
め
、
／
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
三
力
年
計
画
で
、
生
の
桧
原
、
今
津

両
地
区
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
た
び
、
最
終
年
次
の
西
新
地
区
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

九
州
大
学
鏡
山
猛
教
授
を
団
長
と
し
、
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
、
国
史
学
、
工
学
部
建
築
学
、
水
工
土
木
学
、
冶
金
学
、
理
学
部
地
質
学

の
各
研
究
室
を
は
じ
め
、
地
元
関
係
各
位
な
ど
各
方
面
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
て
昭
和
四
十
五
年
一
月
か
ら
三
月
に
わ
た
っ
て
小
発
掘
と
石

築
地
復
元
箇
所
の
保
存
施
設
、
環
境
整
備
工
事
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ

受
之
に
関
係
各
位
の
文
化
財
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
証
左
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
生
の
桧
原
、
今
津

両
地
区
で
は
、
化
学
合
成
保
存
剤
に
よ
る
復
元
テ
ス
ト
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
文
永
の
役
か
ら
七
〇
〇
年
目
に
あ
た
る
昭
和
四
十
九
年
度
ま

㍑
研
け
紺
…
掘
腑
（
1
）
潮
描
線
持
絹
当
な
お
、
全
体
の
癌
淋

本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
調
査
お
よ
び
原
稿
の
執
筆
を
担
当
さ
れ
た
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日

福
　
岡
　
市
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武

教
育
長
／
　
豊
　
島
　
延
　
泊

例
　
言
　
調
査
員
お
よ
び
関
係
者
は
、
巻
末
に
列
記
し
た
が
、
一
は
、
鏡
山
猛
、
岡
崎
敬
－
二
島
格
の
指
導
の
も
と
に
柳
田
純
孝
、
二
は
、
柳
田
、
三
は
、
太
田
静
六
、
〆

土
田
充
義
、
四
は
、
種
子
田
定
勝
、
中
村
真
人
、
温
湯
勝
相
、
辻
和
毅
、
松
岡
繁
雄
、
若
杉
久
志
、
五
は
、
山
内
豊
野
巻
内
勝
彦
、
六
は
、
川
添
昭
二
、
七
は
、
山
内
、

巻
内
、
八
は
、
柳
田
が
執
筆
を
担
当
し
た
。
付
図
は
、
土
田
、
巻
内
、
柳
田
が
作
成
し
た
も
の
を
柳
田
が
ト
レ
ー
ス
し
た
。
写
真
は
、
柳
田
の
ほ
か
池
田
次
郎
、
松
本
肇

の
手
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

本
文
の
原
稿
は
、
本
年
度
早
々
に
寄
せ
ら
れ
な
が
ら
今
日
ま
で
発
刊
が
延
び
た
の
は
、
担
当
者
で
あ
る
柳
田
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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一
　
は
じ
　
め
　
に

十
三
世
紀
の
後
半
、
東
欧
．
ア
ジ
ア
を
席
巻
し
、
広
大
な
世
界
帝
国
を
き
づ
い
た
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
（
元
）
の
、
わ
が
国
へ
の
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
は
、
鎌
倉
幕
府

の
基
盤
を
ゆ
る
が
す
歴
史
的
な
大
事
件
で
あ
っ
た
。
一
回
目
の
蒙
古
襲
来
は
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
年
）
十
月
の
こ
と
で
、
文
永
の
役
と
呼
ば
れ
、
弘
安
四
年
（
一
二

八
一
年
）
六
月
の
二
度
目
を
弘
安
の
役
と
言
う
。
こ
れ
ら
元
寇
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
は
文
永
の
役
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
再
度
の
来
襲
に
そ
な
え
、
博
多
湾
岸
に
要
害
石
築
地
の
構
築
を
命
じ
て
い
る
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
年
）
の
こ
と
で
、
工

事
は
同
年
三
月
に
は
じ
ま
り
、
八
月
に
は
完
成
を
み
た
と
い
わ
れ
る
。
石
築
地
と
は
砂
丘
の
上
に
基
鹿
部
幅
三
m
、
上
面
幅
二
m
－
尚
さ
三
m
程
の
台
形
状
に
石
を
積
み

上
げ
た
も
の
で
、
石
築
地
の
構
築
に
は
九
州
九
カ
国
の
御
家
人
が
動
員
さ
れ
、
博
多
湾
岸
を
地
区
別
に
負
担
し
た
。
東
は
香
椎
か
ら
西
の
今
津
に
い
た
る
全
長
二
十
血
に

お
よ
ぶ
大
工
事
で
、
河
口
に
は
乱
杭
を
打
っ
て
防
禦
と
し
た
。

石
築
地
の
構
築
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
地
区
に
異
国
警
固
番
役
と
し
て
配
置
さ
れ
、
そ
の
後
も
た
び
た
び
石
築
地
の
修
理
を
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

文
献
中
に
は
石
築
地
（
異
国
警
固
の
要
害
石
築
地
）
と
み
え
る
が
、
大
正
二
年
、
今
津
地
区
の
二
カ
所
が
発
掘
さ
れ
、
中
山
平
次
郎
氏
に
よ
っ
て
「
元
寇
防
塁
」
の
名

が
あ
た
え
ら
れ
、
今
で
は
元
寇
防
塁
の
方
が
一
般
的
な
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
西
新
地
区
（
百
道
原
）
防
塁
に
関
す
る
研
究
を
ふ
り
か
え
り
、
今
年
度
調
査
の
基
礎
的
な
資
料
と
す
る
。

文
永
の
役
に
於
て
高
麗
軍
を
主
力
と
す
る
元
軍
は
・
百
道
原
に
上
陸
し
・
免
原
、
鳥
飼
、
赤
坂
一
帯
は
戦
斗
の
場
と
化
し
た
。
こ
の
付
近
の
戦
に
参
加
し
た
御
家
人
の

中
に
は
肥
後
の
菊
池
次
郎
武
房
、
竹
崎
五
郎
季
長
、
肥
前
の
白
石
六
郎
通
泰
等
の
名
が
み
え
る
。
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
西
新
地
区
（
百
道
原
）
防
塁
の
構
築
、
石
築
地
の
修
理
お
よ
び
警
固
番
役
に
関
す
る
直
接
史
科
は
今
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
。

江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
後
半
）
、
貝
原
益
軒
は
「
筑
前
続
風
土
記
」
の
中
で
、
百
道
桧
原
の
北
の
海
辺
に
小
高
き
土
堤
が
あ
り
、
当
時
は
砂
中
に
あ
っ
て
見
え
な
い
こ
と

此
辺
を
掘
っ
て
石
を
取
る
者
が
多
い
こ
と
、
そ
の
石
に
筑
前
、
筑
後
、
豊
前
等
々
の
国
名
が
き
ざ
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
九
州
の
各
国
の
人
が
集
ま
っ
て
築

い
た
め
に
、
そ
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

大
正
九
年
十
月
、
教
育
勅
語
下
賜
三
十
周
年
記
念
と
し
て
、
現
在
の
西
新
地
区
史
跡
指
定
地
内
が
西
新
尋
常
高
等
小
学
校
の
生
徒
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
威

高
揚
の
感
が
強
く
、
発
掘
の
結
果
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
十
二
月
、
西
南
学
院
内
を
と
お
り
西
新
尋
常
高
等
小
学
校
新
築
予
定
地
（
現
在
の
西
新
小
学
校
）
に
新
道
路
を
南
北
に
開
く
工
事
中
に
、
東
西
に
わ
た
っ



隆
起
し
て
い
た
元
寇
防
塁
を
発
掘
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
島
田
寅
次
郎
氏
は
、
「
防
塁
築
設
に
注
意
す
べ
き
は
、
粘
土
を
多
量
に
使
用
せ
る
事
是
な
り
。
前
記
石
築
地
の
前
面
土
壇
に
も
、
約
一
間
半
位
は

白
砂
の
間
に
粘
土
を
混
在
せ
り
。
」
　
「
石
築
地
の
前
面
土
壇
の
高
六
尺
六
寸
の
場
所
に
於
て
は
白
砂
と
粘
土
と
相
交
錯
し
て
積
み
重
ね
ら
る
。
即
ち
上
層
よ
り
白
砂
の
層

二
尺
五
寸
、
次
は
粘
土
の
層
九
分
、
次
は
白
砂
一
寸
四
分
、
次
は
粘
土
一
寸
等
」
と
な
り
、
五
分
か
ら
四
寸
の
幅
で
粘
土
八
層
と
白
砂
九
層
を
認
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
斯
の
如
く
規
則
正
し
く
層
を
な
せ
る
横
断
面
は
、
東
方
面
の
実
査
で
あ
る
が
、
西
方
面
の
部
は
粘
土
と
白
砂
が
相
互
交
錯
せ
ず
に
粘
土
の
層
が
殆
ど
四

尺
六
寸
の
層
を
な
し
て
堆
積
し
た
る
を
見
る
」
と
記
し
、
横
断
面
の
東
側
と
西
側
で
は
、
断
面
構
造
が
相
違
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

粘
土
と
石
材
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
石
築
地
の
下
層
に
在
り
て
ほ
、
粘
土
は
一
尺
四
五
寸
も
置
か
れ
た
上
に
、
石
材
を
突
き
込
み
あ
り
た
る
形
跡
あ
り
て
、
基
礎
工
事

は
殆
ど
粘
土
に
あ
り
と
云
う
も
差
ヰ
毒
き
感
を
生
ぜ
し
め
た
り
。
且
上
、
中
層
に
在
り
て
も
石
材
と
石
材
と
の
間
に
は
、
粘
土
を
詰
め
て
其
動
揺
を
拒
げ
る
こ
と
、
歴

然
と
し
て
見
る
を
得
べ
し
。
」
と
防
塁
の
構
築
技
術
に
つ
い
て
述
べ
、
更
に
防
塁
の
外
側
面
（
海
側
）
に
は
粘
土
の
痕
跡
を
見
ず
と
報
告
し
て
い
．
る
。

こ
れ
は
西
新
－
百
道
原
）
防
塁
に
関
す
る
今
日
ま
で
の
最
も
詳
細
な
考
古
学
上
の
記
録
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
発
掘
地
点
に
は
防
塁
の
一
部
が
残

さ
れ
、
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
六
年
三
月
、
文
部
省
は
生
の
桧
原
や
今
津
な
ど
と
と
も
に
、
百
道
原
の
防
塁
を
史
跡
と
し
て
指
定
し
た
。

昭
和
十
六
年
、
川
上
市
太
郎
氏
は
元
寇
史
蹟
に
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
の
中
で
百
道
原
防
塁
は
貝
原
益
軒
の
記
述
を
重
ん
じ
、
九
州
各
地
の
御
家
人
が
集
ま
り
模
範
工
事

を
し
た
箇
所
で
あ
ろ
う
と
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
、
相
田
二
郎
氏
は
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
百
道
原
防
塁
は
、
当
時
石
築
地
負
担
地
区
の
不
明
で
あ
っ
た
豊
後
の
分
担
で
は
な
い
か
と
の
曹
発
表
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
七
月
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
は
西
新
（
百
道
原
）
防
塁
史
蹟
指
定
地
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
正
九
年
十
月
発
掘
さ
れ
た
箇
所
が
そ
の

ま
ま
地
上
に
露
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
石
積
み
の
崩
壊
を
招
く
結
果
と
な
り
、
そ
の
一
部
を
復
元
修
復
し
た
も
の
で
、
今
回
保
存
工
事
の
対
象
と
さ
れ
た
の
が
こ
の
地
区
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
は
元
寇
関
係
の
文
献
を
整
理
し
、
「
史
跡
元
寇
防
塁
関
係
編
年
史
料
」
と
し
て
集
成
し
た
。
そ
の
中
で
川
添
昭
二
氏
は
、
豊
後

国
の
石
築
地
築
造
分
担
地
区
と
異
国
警
固
番
役
の
場
所
が
香
椎
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
大
分
県
生
桑
寺
文
書
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
は
、
海
水
浴
場
と
な
り
海
岸
線
に
近
い
元
寇
防
塁
の
破
壊
を
ふ
せ
ぐ
た
め
の
保
存
対
策
を
講
じ
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
史
跡
元
寇
防

塁
保
存
整
備
三
カ
年
事
業
を
策
定
し
、
国
お
よ
び
県
の
補
助
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。



考
古
学
・
国
史
学
・
建
築
学
、
土
木
工
学
、
地
質
学
の
各
分
野
か
ら
成
る
総
合
的
な
調
査
団
を
組
織
し
て
昭
和
四
十
三
年
三
月
、
生
の
桧
原
地
区
防
塁
の
緊
急
調
査
が
実
施
さ
れ
、
同
年
八

月
か
ら
九
月
に
わ
た
り
、
今
津
地
区
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
、

生
の
桧
原
、
今
津
両
地
区
の
保
存
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

三
年
目
を
迎
え
た
昭
和
四
十
四
年
度
は
、
早
良
炭
坑
に
近
く
、
地
盤
沈
下
の
は
げ
し
い
姪
浜
脇

地
区
の
緊
急
調
査
と
西
新
地
区
（
百
道
原
）
防
塁
の
保
存
整
備
が
計
画
さ
れ
た
。
文
化
庁
は
坪
井
、

仲
野
、
安
原
技
官
を
現
地
に
送
り
、
姪
浜
脇
地
区
の
緊
急
調
査
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
生

の
桧
原
、
今
津
両
地
区
の
保
存
工
事
の
結
果
を
長
期
的
な
保
存
整
備
の
資
料
と
す
る
た
め
の
デ
ー

タ
の
集
積
を
指
示
し
、
脇
地
区
の
調
査
は
見
送
ら
れ
、
西
新
地
区
の
保
存
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
、

そ
の
際
一
箇
所
（
二
m
幅
の
ト
レ
ン
チ
）
　
の
調
査
を
指
示
し
た
。

従
っ
て
、
本
年
度
は
大
正
九
年
十
月
発
掘
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
そ
の
一
部
が
復
元
修
復

さ
れ
た
西
新
地
区
防
塁
の
保
存
工
事
と
指
定
地
内
を
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
九
日
に
工
事
を
は
じ
め
、
三
月
十
五
日
に
完
成
を
み
た
。

工
事
に
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
二
m
幅
の
小
発
掘
区
で
は
、
前
回
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
防

塁
の
断
面
構
造
と
石
積
み
の
構
築
技
術
の
究
明
に
主
眼
を
お
き
、
九
州
大
学
考
古
学
、
国
史
学
、

建
築
学
、
土
木
工
学
、
地
質
学
の
各
分
野
の
協
力
を
得
た
。
調
査
の
結
果
、
石
積
み
の
構
築
技
術

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
堤
体
に
粘
土
を
利
用
し
た
防
塁
の
新
資
料
を
得
る
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、

保
存
工
事
を
担
当
し
た
山
口
石
垣
工
事
店
、
地
元
今
宮
晋
氏
の
好
意
的
な
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が

多
く
、
各
分
野
で
組
織
の
総
合
的
な
調
査
団
の
惜
し
み
な
い
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

参

考

文

献

貝
原
益
軒
「
筑
前
国
続
風
土
記
」
巻
二
十

「
筑
紫
史
談
会
講
演
集
」
第
一
輯

福
岡
県
史
資
料
第
四
輯
　
昭
和
十
八
年

大
正
三
年

Fig．1　西新防塁付近の地形図
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島
田
寅
次
郎
「
西
新
町
（
百
道
原
）
新
発
掘
元
寇
防
塁
の
横
断
面
」
　
筑
紫
史
談
第
三
十
四
号

大
正
十
四
年

川
上
市
太
郎
「
元
寇
史
蹟
一
地
之
巻
」
　
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
十
四

昭
和
十
六
年

相
田
二
郎
「
蒙
古
襲
来
の
研
究
」
　
吉
川
弘
文
館

川
添
昭
二
　
「
史
跡
元
寇
防
塁
関
係
編
年
史
料
」
　
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

福
岡
市
教
育
委
員
会
「
福
岡
南
里
の
桧
原
元
寇
防
塁
発
掘
調
査
概
報
」

福
岡
市
教
育
委
員
会
「
福
岡
市
今
津
元
寇
防
塁
発
掘
調
査
概
報
」

昭
和
三
十
三
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

二
　
西
新
の
防
塁
と
そ
の
構
造

西
新
元
寇
防
塁
は
西
鉄
電
車
防
塁
前
電
停
か
ら
北
へ
入
り
、
西
南
学
院
の
前
に
あ
り
、
昭
和
六
年
指
定
さ
れ
た
史

跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

標
高
五
m
の
砂
丘
上
に
立
地
し
、
現
汀
線
か
ら
三
六
〇
m
の
距
離
に
あ
る
。
西
は
藤
崎
の
指
定
地
へ
、
東
は
西
南

学
院
の
構
内
を
と
お
り
地
行
へ
と
つ
づ
い
て
い
る
。
付
近
は
市
街
地
と
な
り
、
旧
状
を
と
ど
め
る
所
が
少
な
い
が
、

愛
宕
山
か
ら
荒
澤
崎
の
間
三
血
の
海
岸
砂
丘
に
構
築
さ
れ
た
防
塁
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

指
定
地
の
東
南
側
、
修
猷
館
高
校
庭
の
砂
丘
に
は
、
西
新
式
土
器
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
弥
生
終
末
期
の
遺
跡
が

あ
り
、
藤
崎
電
停
近
く
か
ら
は
弥
生
中
期
須
玖
式
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
砂
丘
が
弥
生
時
代
の
生
活
面
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
ま
た
、
付
近
に
は
藤
崎
古
墳
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

西
新
防
塁
の
南
側
後
背
地
に
は
標
高
三
十
m
程
度
の
小
さ
な
独
立
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
免
原
山
で
あ
る
。
愛

宕
山
・
免
原
山
．
荒
津
崎
の
三
つ
の
丘
陵
を
む
す
ぶ
長
辺
上
に
西
新
の
防
塁
が
立
地
し
て
い
る
。

指
定
地
内
の
東
端
に
最
高
点
が
あ
り
、
標
高
六
．
五
m
を
は
か
る
。
こ
こ
に
二
m
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
に
設
定
し

調
査
区
と
し
た
。
指
定
地
の
中
央
部
に
露
出
し
、
東
西
三
十
三
m
に
わ
た
り
築
石
の
崩
壊
を
浮
い
て
い
た
と
こ
ろ
が

今
回
保
存
工
事
の
対
象
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
区
を
Ⅰ
区
、
保
存
区
を
Ⅱ
区
と
し
て
報
告
す
る
。

Fig．2　西新指定地の地形図
．
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Ⅰ
区
の
防
塁

防
塁
は
海
岸
へ
傾
斜
す
る
砂
丘
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
前
面
に
お
け
る
基
盤
砂
丘
の
標
高
は
三
・
三
m
、
後
面
は
三
．
五
m
で
あ
る
。
前
面
は
径
五
十
禁
則
後
の
大
き
な

石
が
六
段
、
高
さ
「
五
m
ま
で
確
認
さ
れ
、
大
き
な
石
と
石
の
間
に
は
小
石
と
砂
を
入
れ
て
整
然
と
積
み
上
げ
て
い
る
。
石
は
重
さ
五
十
k
g
前
後
の
も
の
が
多
く
、
基

盤
の
石
は
百
k
g
に
近
い
。

後
面
の
縦
断
面
は
基
盤
砂
丘
（
Ⅰ
層
）
の
上
に
厚
さ
十
c
m
の
砂
を
ま
じ
え
た
粘
土
層
（
Ⅱ
層
）
が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
粘
土
を
ま
じ
え
た
砂
層
（
Ⅲ
層
）
が
四
十
c
m
、

更
に
厚
さ
二
十
c
m
の
良
質
な
粘
土
層
（
Ⅳ
層
）
と
つ
づ
き
、
後
面
の
石
積
み
は
粘
土
層
の
上
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
石
積
み
は
四
段
、
六
十
（
1
）
の
高
さ
し
か
確
認
で
き
ず
、

重
さ
二
十
k
g
前
後
の
扁
平
な
石
が
内
側
に
傾
斜
す
る
形
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
後
面
で
は
基
盤
の
砂
丘
か
ら
七
十
c
m
の
高
さ
ま
で
、
砂
と
粘
土
に
よ
る
基
礎

工
事
を
施
し
た
上
に
石
を
積
み
上
げ
て
い
る
わ
け
で
、
基
盤
か
ら
の
現
在
高
は
一
．
三
m
で
あ
る
。

前
、
後
面
の
縦
断
面
を
異
に
す
る
防
塁
の
横
断
面
は
、
図
－
3
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
入
念
で
独
特
な
構
築
法
を
呈
し
て
い
る
っ

ま
ず
一
段
目
は
前
面
か
ら
四
列
、
幅
一
m
に
大
き
な
石
を
置
く
。
前
面
の
石
は
特
に
大
き
く
重
い
。
四
列
目
の
石
は
摩
さ
二
十
（
1
）
の
砂
を
ま
じ
え
た
粘
土
層
（
Ⅱ
層
）

で
後
方
へ
の
転
落
を
防
ぎ
、
後
面
下
で
十
c
m
の
厚
さ
と
な
り
、
前
面
か
ら
後
方
六
m
に
及
ぶ
フ
ラ
ッ
ト
な
面
を
作
っ
て
お
り
、
基
盤
砂
の
流
動
を
防
ぐ
役
目
を
し
て
い
る
。

二
段
目
も
大
き
な
石
が
選
ば
れ
、
大
き
な
石
と
石
の
間
は
、
小
石
と
砂
を
入
れ
て
積
み
上
げ
て
い
る
。
石
の
後
に
は
三
十
－
四
十
（
1
）
の
厚
さ
に
粘
土
を
ま
じ
え
た
砂

（
Ⅲ
層
）
　
で
あ
る
。

三
段
目
以
上
は
前
面
に
大
き
な
石
を
、
三
、
四
列
目
の
上
に
重
さ
二
十
k
g
前
後
の
石
を
積
み
、
そ
の
間
は
小
石
と
砂
を
入
れ
て
積
み
上
げ
て
ゆ
く
。
前
面
と
後
面
の
間

の
内
部
構
造
は
粘
土
ま
じ
り
の
砂
（
Ⅲ
．
Ⅴ
－
1
．
Ⅶ
層
）
と
、
砂
を
ま
じ
え
た
粘
土
、
（
Ⅱ
、
Ⅳ
－
2
、
Ⅵ
－
1
層
）
が
互
層
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
小
礫
の
多
い
部
分
に
は
良
質
の

粘
土
（
Ⅳ
－
1
、
Ⅴ
－
2
、
Ⅵ
l
2
層
）
を
用
い
、
幅
広
い
堤
体
の
安
定
を
は
か
り
、
こ
れ
が
石
材
の
節
約
と
も
な
っ
て
い
る
。

防
塁
の
基
鹿
部
幅
は
三
．
四
m
で
あ
る
。
後
面
下
の
粘
土
層
は
厚
さ
二
十
（
1
）
で
、
後
面
よ
り
一
・
三
m
も
後
方
（
南
側
）
　
へ
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
後
面
石
積
み
の

安
定
を
は
か
る
基
礎
工
事
の
役
目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
用
途
を
も
兼
用
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。

2
　
Ⅱ
区
の
防
塁

Ⅱ
区
で
は
保
存
工
事
に
合
わ
せ
て
写
真
に
よ
る
記
録
保
存
、
石
材
の
類
別
に
努
め
る
程
度
に
と
ど
め
た
。



Fig　3（1）Ⅰ区前面立面図（2）後面立面図（3）横断面図

－　6　－



Ⅱ
区
は
大
正
九
年
に
発
掘
さ
れ
、
そ
の
後
長
く
地
上
に
露
出
し
た
ま
・
で
築
石
の
崩
壊
を
招
く
結
果
と
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
の
保
存
工
事
の
際
、
一
部
石
を
積
み
な

お
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
防
塁
が
ど
れ
程
旧
状
を
と
ど
め
て
い
る
か
疑
わ
し
い
。
こ
こ
で
は
、
Ⅱ
区
西
端
で
の
現
在
高
は
前
面
で
二
・
一
m
・
後
面
で
「
七
m
で
あ
っ

た
こ
と
、
後
面
下
の
粘
土
に
よ
る
基
礎
工
事
に
相
当
す
る
も
の
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
を
記
し
て
お
く
が
、
他
と
の
比
較
の
資
料
と
は
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

3
　
防
塁
構
造
の
総
括

石
　
材
　
Ⅰ
区
で
は
圧
倒
的
に
砂
岩
が
多
く
、
礫
岩
．
玄
武
岩
．
変
成
岩
が
少
量
み
ら
れ
る
。
前
面
を
積
み
上
げ
る
石
は
径
五
十
讐
削
後
の
大
き
な
石
で
、
玄
武
岩
．
変

成
岩
や
硬
質
砂
岩
な
ど
硬
質
な
石
材
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
方
形
・
長
方
形
に
近
い
安
定
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
前
面
か
ら
三
．
四
列
目
と
後
面
の
石
は
径
三
十
禁
則
後

で
、
ほ
と
ん
ど
砂
岩
で
あ
る
。
径
三
十
（
1
）
以
下
の
小
疎
は
、
前
面
一
列
と
三
／
四
列
の
間
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
（
胴
込
み
石
）
と
、
三
－
四
列
の
背
後
、
後
面
裏
を
補
強

す
る
も
の
（
裏
込
め
石
）
が
あ
り
、
玄
武
岩
・
変
成
岩
の
割
石
を
利
用
し
た
角
疎
、
砂
岩
の
円
疎
か
ら
成
る
。

Ⅱ
区
で
も
砂
岩
が
多
く
、
礫
岩
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
玄
武
岩
・
変
成
岩
が
少
量
含
ま
れ
る
状
態
で
、
石
材
は
Ⅰ
区
と
共
通
し
て
い
る
。

砂
岩
は
西
新
地
区
の
西
方
、
愛
宕
山
か
ら
小
戸
岬
に
か
け
て
多
量
の
産
出
地
が
あ
る
。
疎
岩
は
こ
の
砂
岩
中
に
互
層
と
な
っ
て
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
東
方
荒
津
崎
（
西

公
園
）
の
台
地
に
も
見
ら
れ
る
。
玄
武
岩
は
北
西
海
上
五
血
の
距
離
に
あ
る
能
古
島
（
残
島
）
が
最
も
近
い
産
出
地
で
あ
り
、
変
成
岩
は
玄
武
岩
と
と
も
に
あ
る
。
Ⅰ
区

後
面
基
盤
の
粘
土
、
防
塁
の
内
部
構
造
に
利
用
さ
れ
て
い
る
粘
土
は
皿
山
、
免
原
山
塊
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
皿
山
に
は
箱
式
石
棺
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り

砂
ま
じ
り
粘
土
層
（
Ⅳ
－
2
層
）
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
片
は
こ
れ
を
傍
証
す
る
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
新
防
塁
の
石
材
産
出
地
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
周

辺
地
が
想
定
さ
れ
る
が
、
中
で
も
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
愛
宕
山
一
帯
の
砂
岩
、
礫
岩
を
主
に
構
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

構
　
造
　
前
面
四
列
と
後
面
二
列
に
石
を
積
み
上
げ
、
そ
の
間
に
は
砂
を
ま
じ
え
た
粘
土
と
粘
土
ま
じ
り
の
砂
を
交
互
に
積
み
、
後
面
下
、
前
面
裏
の
要
所
に
粘
土
を
敷

い
て
防
塁
の
基
礎
工
事
と
し
た
あ
り
方
は
、
大
正
十
三
年
、
西
南
学
院
内
の
道
路
工
事
中
に
発
掘
さ
れ
た
防
塁
の
構
造
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

第
一
次
調
査
の
行
な
わ
れ
た
生
の
桧
原
地
区
と
比
較
し
て
み
る
と
、
A
地
点
は
前
面
か
ら
「
五
m
幅
を
石
で
積
み
上
げ
、
裏
を
粘
土
で
補
強
し
、
傾
斜
面
に
配
石
す

る
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
B
地
点
以
西
で
は
防
塁
の
幅
が
少
し
広
く
な
り
、
防
塁
の
裏
を
粘
土
ぼ
り
す
る
だ
け
の
構
築
法
と
な
る
。
A
地
点
の
石
材
は
砂
岩
を
主
と

し
、
B
地
点
以
西
は
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
で
あ
り
、
A
地
点
以
東
は
肥
前
、
B
地
点
以
西
は
肥
後
の
負
担
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
即
ち
、
構
築
法
、
石
材
の
相
違

が
構
築
分
担
図
の
相
違
に
一
致
す
る
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
調
査
が
実
施
さ
れ
た
今
津
地
区
で
は
、
石
材
の
み
で
積
み
上
げ
る
部
分
と
前
・
後
面
に
石
を
積
み
上
げ
、
中
に
砂
を
入
れ
る
部
分
が
隣
接
し
、
前
者
が
玄
武
岩
、
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後
者
は
花
崗
岩
で
構
築
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
石
材
の
相
違
が
構
築
法
の
相
違
に
一
致
し
た
。
防
塁
の
基
鹿
部
幅
は
三
．
〇
m
で
あ
る
。
今
津
地
区
は
日
向
、
大
隅
の
分
担

と
さ
れ
て
い
る
が
・
両
国
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
津
地
区
は
粘
土
は
全
く
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
の
桧
原
地
区
で
は
後
面
裏
に
粘
土
が
見

ら
れ
る
。
両
区
と
も
砂
丘
上
に
そ
の
ま
ま
構
築
し
・
基
礎
工
事
の
み
ら
れ
る
西
新
地
区
の
防
塁
構
造
と
は
基
本
的
に
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
新
地
区
の
防
塁
基
鹿
部
幅

は
三
・
四
m
と
両
区
よ
り
広
く
・
内
部
も
丹
念
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
更
に
・
石
と
石
の
間
に
は
砂
を
入
れ
て
石
材
の
安
定
を
は
か
り
な
が
ら
一
段
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
西
新
地
区
の
防
塁
は
、
生
の
桧
原
、
今
津
両
地
区
の
防
塁
構
造
と
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、
独
自
な
内
部
構
造
を
し
め
す
構
築
法
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

・西
新
地
区
防
塁
の
構
築
分
担
国
は
現
在
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
各
国
の
分
担
は
東
か
ら
香
椎
は
豊
後
、
宮
崎
は
薩
摩
、
姪
浜
脇
地
区
（
か
ら
生
の
桧
原
A
地

点
ま
で
）
を
肥
前
、
生
の
桧
原
（
B
地
点
か
ら
長
垂
山
ま
で
）
が
肥
後
、
今
宿
横
浜
は
豊
前
、
今
津
地
区
が
日
向
、
大
隅
と
な
っ
て
い
る
。
一
国
の
分
担
距
離
は
ほ
ぼ
三

血
で
あ
る
。
分
担
地
区
で
は
西
新
・
博
多
地
区
が
明
ら
か
で
な
く
、
筑
前
、
筑
後
の
分
担
地
区
が
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
筑
前
の
分
担
区
は
博
多
前
浜
、
筑
後
は
博
多
庄

浜
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
愛
宕
山
か
ら
荒
澤
崎
ま
で
、
荒
津
崎
か
ら
宮
崎
ま
で
は
と
も
に
ほ
ぼ
三
玩
と
な
り
、
両
区
を
筑
前
、
筑
後
が
一
国
ず
つ
分
担

し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
各
国
の
分
担
地
区
を
み
る
と
、
豊
後
、
日
向
、
大
隅
が
最
も
遠
い
地
区
を
、
薩
摩
、
豊
前
、
肥
後
、
肥
前
と
博
多
中
心
部
に
近
い

地
区
を
分
担
構
築
し
て
お
り
、
鎮
西
探
題
の
置
か
れ
た
太
宰
府
か
ら
遠
国
ほ
ど
博
多
中
心
部
か
ら
遠
い
地
区
を
負
担
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
判
断
の
基
準
と
す
れ
ば
、
後
方

に
太
宰
府
を
ひ
か
え
た
博
多
地
区
は
地
元
筑
前
が
負
担
し
、
西
新
地
区
は
筑
後
の
分
担
と
想
定
し
得
る
。

以
上
の
想
定
の
上
に
立
て
ば
、
生
の
桧
原
、
今
津
、
西
新
で
は
防
塁
築
造
の
負
担
国
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
防
塁
の
構
築
法
、
石
材
の
相
違
は
構
築
分
担
国
の
相
違

に
一
致
す
る
と
い
う
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
西
新
地
区
は
大
正
十
三
年
の
発
掘
区
、
今
回
の
調
査
区
と
二
カ
所
し
か
資
料
と
さ
れ
な
い
現
在
、
こ
れ
を
も
っ
て
愛
宕
山
か
ら
荒
津
崎
ま
で
三
血
に
わ
た
る

防
塁
の
構
造
と
し
て
普
遍
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
全
く
の
資
材
不
足
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
各
地
区
の
立
地
し
て
い
る
防
塁
周
辺
の
地
形
と
の
関
係
に
も
十
分
な

考
慮
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
調
査
で
、
生
の
桧
原
、
今
津
地
区
の
防
塁
構
造
と
相
違
す
る
結
果
を
得

た
こ
と
は
、
両
地
区
と
は
異
な
っ
た
防
塁
構
築
分
担
国
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
り
、
分
担
区
の
不
明
な
筑
前
、
筑
後
の
構
築
分
担
地
区
を
決
め
る
上
で
重
要

な
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
柳
　
田
　
純
　
孝
）



三
　
西
新
防
塁
構
造
の
建
築
学
的
考
察

構
築
技
術
は
い
か
な
る
方
法
で
行
な
っ
た
の
で
あ
る
か
を
石
杵
の
方
法
か
ら
考

察
す
る
。
第
一
に
考
・
そ
ら
れ
る
こ
と
は
下
の
石
に
接
す
る
よ
う
に
石
を
重
ね
て
積

む
、
左
右
の
石
二
は
接
し
て
積
む
よ
う
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
左
右
（
有
と
密
接
に
す
る
た
め
に
石
と
石
と
の
間
隙
に
は
楔
形
を
し

た
石
を
打
ち
込
ん
だ
り
　
（
図
4
－
割
、
4
－
④
）
、
斜
め
に
石
を
押
し
込
ん
だ

り
し
た
。
　
（
図
1
－
割
）
　
更
に
簡
単
に
云
う
と
下
の
右
に
出
来
る
だ
け
接
し
て

上
に
石
を
重
ね
る
。
上
下
左
右
の
石
と
石
の
間
に
は
砂
を
入
れ
る
が
、
左
右
の
石

と
の
間
隙
に
は
先
の
尖
っ
た
石
を
打
ち
込
ん
で
し
っ
か
り
し
め
た
。
こ
の
二
つ
を

基
本
に
し
て
石
を
積
み
重
ね
た
。

前
面
の
石
の
並
び
と
次
の
石
の
並
び
は
一
層
．
一
層
石
を
重
ね
る
た
び
ご
と
に

水
平
に
し
て
い
た
。
最
下
層
の
石
は
三
列
目
ま
で
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
（
図

－
3
参
照
）
重
要
な
こ
と
は
前
面
と
次
の
面
と
に
据
え
る
石
は
水
平
に
な
る
よ
う

に
重
ね
な
が
ら
一
層
ず
つ
重
ね
た
。
重
ね
る
石
は
一
般
に
平
た
く
角
の
丸
ま
っ
た

矩
形
を
し
て
い
て
防
塁
に
平
行
し
て
細
長
い
面
右
前
面
に
見
せ
て
あ
る
の
も
あ
れ

ば
、
小
さ
な
面
を
見
せ
て
内
側
奥
深
く
入
れ
て
い
る
長
い
石
も
あ
る
。
比
較
的
丸

石
は
内
側
に
入
れ
て
重
ね
る
。
石
と
石
と
の
間
隙
は
砂
で
埋
め
る
の
で
前
面
二
列

程
神
経
を
つ
か
う
必
要
は
な
か
っ
た
。
後
面
は
一
列
で
二
層
程
し
か
残
っ
て
い
な

い
が
、
前
面
の
石
積
と
同
じ
方
法
で
行
っ
て
い
た
。
た
だ
相
違
す
る
点
は
前
面
に

使
用
し
て
い
る
石
よ
り
も
比
較
的
小
さ
な
石
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
九
大
　
太
田
研
究
室
）

1平面図と2はその断面図

3平面図と4．5はその断面図

SSは砂岩　Bは玄武岩　Mgは緑色変成岩　Mnは片麻岩様変成岩

Fig．4　西新防塁Ⅰ区石積みの平面図・断面図
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四
　
西
新
防
塁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材

防
塁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材
の
種
類
、
各
々
の
個
数
比
を
区
分
別
に
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
石
材
の
採
取
地
を
推
定
す
る
目

的
を
も
っ
て
、
ま
ず
石
材
の
肉
眼
的
・
顕
微
鏡
的
観
察
を
行
い
、
岩
石
の
種
類
を
細
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
状
、
個
数
比
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
概
要
を
簡
単
に
述
べ
る
。
な
お
、
各
種
岩
石
の
採
取
地
を
推
定
す
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
城
の
地
質
調
査

と
詳
細
な
岩
石
学
的
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
1
）
石
材
の
種
類

A
花
崗
岩
類
　
G
r
a
n
i
t
e
s

Q
u
a
r
t
N
．
F
e
l
d
s
p
a
r
・
B
i
。
t
i
t
e
　
を
主
成
分
と
す
る
深
成
岩

G
W
　
白
色
の
長
石
を
含
む
も
の

B
玄
武
岩
類
　
B
a
s
a
l
t
∽
l

0
l
i
ま
n
e
・
P
y
r
O
堵
n
e
・
P
l
a
g
i
O
C
l
a
s
e
　
　
を
主
と
す
る
黒
色
敵
密
の
火
山
岩

C
変
成
岩
類
　
M
e
t
a
言
r
p
h
i
c
 
r
。
C
k
s

蛇
紋
岩
そ
の
他
超
塩
基
性
岩
の
変
質
岩
、
斑
岩
の
変
質
岩
、
角
閃
岩
、
片
岩
、
庁
麻
岩
な
ど

M
b
　
黒
色
の
も
の
（
蛇
紋
岩
か
ら
の
変
成
岩
が
多
い
）

M
u
　
超
塩
基
性
岩
源
の
も
の

gM
　
緑
色
の
も
の
　
（
務
岩
源
の
も
の
多
し
）

M
S
　
片
状
組
織
の
著
し
い
も
の

D
そ
の
他

璽
C
g
砂
岩
、
様
岩
な
ど
の
堆
積
岩
惣
石
・
斑
岩

p

h
角
閃
岩
を
含
む
掩
岩

Q
p
石
英
を
含
む
斑
岩

Table．1　石材の岩種別個数比
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Table．2　西新防塁の粘土の
指数的性質

五
　
西
新
防
塁
の
土
木
工
学
的
考
察

－
　
石
塁
構
造
の
考
察

西
新
町
に
あ
る
元
寇
防
塁
保
存
地
区
の
東
側
に
隣
接
し
た
個
所
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
粘
土
と
砂
を
交
互
層
に
構
築
し
た
一
種
の
安
定
処
理
工
法
と
も
考
え
ら
れ
る
築

造
法
が
発
見
さ
れ
た
。
発
掘
地
点
の
横
断
形
状
の
概
略
は
図
－
3
に
掲
げ
て
あ
る
が
、
石
墨
の
上
の
方
は
す
で
に
挽
乱
さ
れ
て
お
り
、
上
部
構
造
の
原
型
に
つ
い
て
は
正

確
に
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

防
塁
の
築
造
期
間
は
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
三
月
か
ら
八
月
ま
で
の
六
カ
月
間
の
短
期
の
工
事
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
弘
安
の
役
後
に
も
、
数
十
年
間

に
わ
た
り
石
墨
の
補
強
、
補
修
が
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
当
発
掘
個
所
の
施
工
時
期
と
補
修
工
事
が
何
回
か
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
図
－
3
に
示
し
た
断
面
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
今
津
や
生
の
桧
原
防
塁
と
比
較
し
て
、
構
造
的
に
や
や
複
雑
で
あ
り
、
土
木
技

術
的
に
進
歩
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
粘
土
を
使
用
し
た
理
由
と
し
て
は
当
時
の
築
塁
技
術
で
も
、
石
積
内
部
が
砂
粒
子
だ
け
で
は
粘
着
力
を
持
た
な
い
の
で

波
泊
、
風
雨
に
対
し
て
耐
久
性
が
不
足
し
、
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
防
備
の
上
か
ら
も
、
百
道
桧
原
一
帯
は
文
永
の
役
の
際

に
元
軍
が
上
陸
し
た
激
戦
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
襲
に
備
え
て
比
較
的
大
型
の
堅
塁
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
築
塁
材
料
と
し
て
は
砂
だ

け
で
な
く
、
粘
着
力
を
有
す
る
粘
土
で
基
礎
鹿
部
を
充
分
固
め
て
－
南
里
と
し
て
そ
の
崩
落
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
地
区
の
断
面
構
造
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
石
墨
下
部
に
粘
土
を
用
い
た
交
互
層
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
点
に

留
意
し
て
考
察
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）
　
元
寇
防
塁
に
直
接
加
わ
る
荷
重
と
し
て
は
、
人
馬
程
度
で
そ
の
ま
ま
原
砂
地
盤
上
に
築
造
し
て
い
る
。
し
か
し
当
地

区
で
は
石
塁
規
模
が
大
き
い
の
で
砂
盤
上
に
両
接
石
積
を
す
る
と
、
基
部
に
過
大
応
力
が
伝
播
し
て
砂
が
流
動
し
や
す
く
な

る
の
で
、
「
土
台
木
」
　
の
役
割
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
粘
土
に
よ
る
敷
土
を
し
て
礎
石
の
固
定
化
を
図
っ
た
意
図
が
う
か

ヾ
ヽ

カ
え
る
。

②
　
粘
土
と
砂
で
交
互
層
に
す
る
こ
と
で
転
圧
効
果
を
期
待
し
、
下
部
の
強
度
増
加
に
よ
り
全
体
の
安
定
を
は
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

畑
　
前
車
（
海
側
）
の
表
面
石
積
の
裏
込
め
に
、
飼
盤
石
を
入
れ
て
補
強
し
て
い
る
反
面
、
後
面
で
は
「
堆
土
」
の
表
層
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に
は
粘
土
を
層
状
に
敷
き
な
ら
し
、
石
墨
の
積
立
て
段
数
を
少
な
く
　
　
い
る
。
こ
れ
は
石
材
の
節

約
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
排
水
性
は
砂
の
方
が
良
い
が
、
砂
だ
け
で
は
前
述
の
よ
う
に
不
安
定
で
あ
る
。
一
方
裏
込

土
が
粘
土
だ
け
で
は
、
豪
雨
の
さ
い
に
粘
土
は
飽
和
し
、
せ
ん
断
抵
抗
は
低
下
す
る
の
で
、
土
庄
の

増
大
を
招
き
、
空
積
石
墨
は
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
こ
で
砂
層
と
粘
土
層
を
層
構
造
に
し
て
い

る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
砂
層
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
効
果
を
果
た
し
、
排
水
良
好
な
構
造
を
採
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
な
お
、
こ
の
交
互
層
構
造
は
西
新
地
区
に
関
す
る
他
の
文
献
（
注
1
）
に
も
見
出
さ
れ
る
。

2
　
築
塁
用
土
質
材
料
の
考
察

塁
内
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
の
土
質
工
学
的
指
数
は
、
粘
土
に
つ
い
て
は
表
－
2
に
、
ま
た
粘

土
と
砂
の
粒
度
曲
線
に
つ
い
て
は
、
図
－
5
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
粘
土
の
採
取
場
所
は
不
明

で
あ
る
が
、
須
恵
器
破
片
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
1
0
位
内
陸
に
位
置
す
る
〝
鹿
原
″

付
近
と
推
定
さ
れ
る
。
砂
の
粒
度
は
他
防
塁
地
区
に
類
似
し
て
お
り
、
原
位
置
の
砂
を
そ
の
ま
ま

築
塁
材
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

突
貫
工
事
で
、
か
つ
長
距
離
に
わ
た
る
当
時
の
工
事
条
件
で
は
、
石
材
は
も
と
よ
り
土
も
充
分

選
択
し
て
い
る
余
裕
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
粘
土
層
と
砂
層
に
挟
ま
れ
た
粘
土
．

砂
混
合
土
は
粒
度
、
締
固
め
な
ど
力
学
的
に
充
分
安
定
な
材
料
と
し
て
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
二

和
土
　
（
二
材
料
を
混
合
し
た
安
定
処
理
）
　
の
知
識
が
当
時
す
で
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
定
か

で
な
い
。
つ
ま
り
技
術
的
認
識
の
も
と
に
施
工
し
た
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

（
九
天
　
山
内
研
究
室
）

注
－

川
上
市
太
郎
「
（
元
寇
史
蹟
（
地
之
巻
）
　
」
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
十
四

昭
和
十
六
年

Fig．5　西新防塁の砂と粘土の粒度曲線
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六
　
文
献
か
ら
み
た
百
道
原
防
塁

百
道
原
は
免
原
．
赤
坂
な
ど
と
と
も
に
、
文
永
初
度
の
蒙
古
襲
来
の
折
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
。
文
永
の
役
後
、
再
度
の
襲
来
に
備
え
て
石
築
地
が
築
か
れ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
貝
原
益
軒
は
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
早
良
郡
上
の
紅
葉
桧
原
の
条
に
百
道
原
の
石
築
地
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
桧
原
の
北
の
海
辺
に
、
小
高
き
土
堤
あ
り
。
い
に
し
へ
異
賊
襲
来
の
ふ
せ
ぎ
の
た
め
築
し
所
也
。
今
は
石
垣
は
見
え
ず
。
地
の
下
に
は
、
猶
所
々
残
れ
り
と
云
。

近
き
比
も
、
此
辺
の
地
を
は
り
て
、
石
垣
の
石
を
取
し
者
多
し
。
其
石
に
筑
前
、
筑
後
、
登
別
、
豊
後
、
肥
前
、
肥
後
、
日
向
な
ど
と
国
の
名
を
き
ざ
み
付
た
り
。
是

は
い
に
し
へ
此
土
堤
を
い
と
な
み
し
時
、
公
家
武
家
の
命
に
し
た
か
ひ
て
、
九
州
の
人
々
あ
つ
ま
り
築
し
故
に
、
某
国
の
名
を
し
る
せ
し
な
ら
ん
。

益
軒
（
一
六
三
〇
l
一
七
一
四
）
の
時
代
に
お
い
て
、
百
道
原
の
石
築
地
は
地
上
で
こ
れ
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
石
築
地
の
石
に
九
州
各
国
の
国

名
を
ほ
り
つ
け
た
の
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
現
物
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
右
の
叙
述
は
、
百
道
原
地
域
の
石
築
地
を
九
州
各
国
の
協
同
作
業

で
築
造
し
た
よ
う
に
う
け
と
れ
、
川
上
市
太
郎
氏
は
「
夫
れ
と
も
、
此
の
百
道
原
は
、
文
永
役
に
敵
の
大
部
隊
が
上
陸
し
た
る
最
も
重
要
地
点
の
た
め
、
各
豪
族
の
作
事

関
係
頭
梁
を
此
所
に
集
め
、
築
石
の
模
範
工
事
を
教
示
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
其
の
記
念
に
、
各
国
名
を
記
入
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
　
『
元
寇
史
蹟
』
地
之

巻
六
四
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
国
名
を
ほ
り
つ
け
た
石
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
石
築
地
全
体
の
国
別
築
造
分
担
と
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
、
現
在
の

研
究
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
よ
り
無
難
な
想
定
で
あ
る
。
右
の
叙
述
も
、
百
道
原
に
だ
け
直
接
関
係
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
石
築
地
全
体
に
系
け
て
い
う
と
こ
ろ
を
、
不

用
意
に
言
葉
を
省
略
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

今
回
調
査
さ
れ
た
石
築
地
遺
構
は
、
大
正
九
年
十
月
、
教
育
勅
語
下
賜
三
十
周
年
記
念
会
の
日
、
西
新
尋
常
高
等
小
学
校
生
徒
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

大
正
十
三
年
十
二
月
、
西
南
学
院
境
内
を
貫
い
て
西
新
尋
常
高
等
小
学
校
新
築
予
定
地
に
新
道
路
を
南
北
の
方
向
に
開
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
新
道
路
が
東
西
に
わ
た
っ

て
隆
起
し
て
い
る
石
築
地
線
を
横
断
す
る
た
め
、
同
遺
構
が
改
め
て
調
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
島
田
寅
次
郎
氏
に
よ
っ
て
大
正
十
四
年
四
月
、
『
筑
紫

史
談
』
三
四
集
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
百
道
原
地
区
の
石
築
地
築
造
に
つ
い
て
、
文
献
の
方
か
ら
は
何
程
の
こ
と
が
明
ら
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
い
っ
て
、
こ
れ
を
明
ら
め
る
同
時

代
の
直
接
史
料
は
何
一
つ
残
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
関
係
史
料
か
ら
想
定
さ
れ
る
限
り
の
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
文
献
の
方
か
ら
石
築
地

の
問
題
に
迫
る
方
法
と
し
て
は
、
ど
の
国
が
ど
の
地
区
の
石
築
地
築
造
（
修
理
）
を
分
担
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
究
明
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
百
道
原
の
石
築

地
に
言
及
し
た
の
は
相
田
二
郎
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
九
州
各
国
の
石
築
地
分
担
を
考
定
し
、
豊
後
一
国
だ
け
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
、
「
何
等
確
固
た
る
史
料
は
な
い
が
、
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こ
の
百
道
原
の
石
築
地
は
豊
後
国
の
御
家
人
等
が
分
担
し
た
も
の
と
推
測
を
下
し
得
る
の
で
あ
る
。
」
（
　
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
一
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
た
。
た
だ
、

．

「
推
定
し
た
事
実
に
は
余
り
多
く
の
蓋
然
性
を
認
め
得
な
い
」
と
付
言
し
て
お
ら
れ
る
。

相
田
氏
の
考
定
以
後
、
豊
後
図
の
異
国
警
固
番
役
勤
仕
の
地
と
石
築
地
築
造
分
担
地
区
が
香
椎
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
、
大
分
県
杵
築
市
生
桑
寺
所
蔵

の
大
般
若
経
の
表
紙
見
返
裏
打
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
で
は
少
な
く
と
も
、
百
道
原
地
区
の
石
築
地
築
造
を
豊
後
一
国
の
分
担
と
す
る
考
え
は
成
り
立
た
な

い
。
百
道
原
地
区
石
築
地
の
分
担
国
に
つ
い
て
、
文
永
の
役
の
教
訓
で
、
百
道
原
が
防
衛
上
と
く
に
重
要
な
地
点
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
九
州
各
国
の
共
同
作
業
で
あ

っ
た
と
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
は
あ
る
。
そ
の
支
証
と
し
て
益
軒
の
先
の
叙
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
述
の
よ
う
に
、
は
た
し
て
支
証
と
し
得
る
も
の
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
今
一
つ
次
の
よ
う
な
考
え
方
も
と
ら
れ
よ
う
。
石
築
地
築
造
の
場
所
や
異
国
警
固
番
役
勤
仕
の
地
と
し
て
、
百
道
原
と
明
示
し
た
史
料
が
残

っ
て
い
な
い
か
ら
、
或
い
は
、
百
道
原
に
隣
摸
し
た
地
域
の
分
担
国
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

．

そ
こ
で
、
西
側
に
隣
摸
し
て
い
た
の
は
、
姪
浜
を
分
担
し
て
い
た
肥
前
国
で
あ
る
。
地
形
か
ら
み
て
肥
前
の
分
担
地
域
は
現
在
の
室
見
川
以
西
小
戸
（
な
い
し
或
い
は

十
郎
川
）
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
肥
前
の
分
担
が
、
室
見
川
を
こ
え
て
百
道
に
ま
で
延
び
て
い
た
か
ど
う
か
、
も
と
よ
り
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
延

び
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
東
側
に
隣
摸
し
て
い
た
の
は
筑
後
な
い
し
筑
前
で
あ
る
。
筑
前
…
筑
後
が
宮
崎
を
分
担
し
て
い

た
薩
摩
に
次
い
で
、
博
多
地
区
を
分
担
し
て
い
た
こ
と
は
、
確
か
な
史
料
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
地
域
で
あ
っ
た
か
と
な
る
と
か
な
ら

ず
L
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
史
料
に
出
て
く
る
表
現
と
し
て
は
、
筑
前
の
中
村
氏
、
榊
氏
な
ど
の
御
家
人
は
博
多
前
浜
の
石
築
地
の
修
理
を
し
て
お
り
（
広
瀬
正
雄
氏
所

蔵
文
書
、
榊
輝
雄
氏
所
蔵
文
書
）
、
筑
後
の
友
清
氏
は
博
多
庄
浜
の
石
築
地
役
を
負
担
し
て
い
る
（
青
方
文
書
）
。
つ
ま
り
、
筑
前
の
分
担
地
区
は
博
多
前
浜
で
あ
り
、

筑
後
の
そ
れ
は
博
多
庄
浜
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
浜
．
庄
浜
の
具
体
的
地
域
が
ど
こ
で
、
あ
る
の
か
、
不
明
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
百
道
原
に
陳
接
す
る
東
側
の
石
築
地
分

担
国
が
筑
前
で
あ
っ
た
の
か
、
筑
後
で
あ
っ
た
の
か
さ
え
、
実
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
薩
摩
分
担
の
宮
崎
地
区
を
、
か
り
に
多
々
良
川
以
西
石
堂
川
ぐ
ら
い
あ

た
り
ま
で
を
考
え
る
と
、
そ
の
距
離
の
配
分
か
ら
考
え
る
と
、
石
堂
川
以
西
荒
津
山
ぐ
ら
い
ま
で
が
一
国
分
担
と
な
り
、
荒
津
山
以
西
室
見
川
ま
で
の
百
道
原
地
区
が
ま
た

一
国
分
担
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
定
め
て
い
く
た
め
に
は
、
当
時
の
九
州
各
国
の
面
積
比
や
領
主
数
な
ど
を
明
ら
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
た
確
か
な
根
拠
は
な
い
が
、
博
多
の
重
要
な
地
域
と
目
さ
れ
て
い
た
袖
の
湊
付
近
を
地
元
の
国
が
分
担
す
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が

な
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
筑
前
・
筑
後
の
石
築
地
関
係
の
史
料
に
は
博
多
前
浜
、
同
庄
浜
と
出
て
く
る
の
で
、
早
良
郡
内
の
百
道
原
地
区
を
こ
の
両
国
の
何
れ
か

が
分
担
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
。
百
道
原
隣
接
地
城
の
分
担
国
か
ら
百
道
原
地
区
の
分
担
図
を
想
定
し
ょ
う
と
す
る
方
法
が
、
以
上
の
よ

う
に
疑
問
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
今
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
石
築
地
築
造
や
異
国
警
固
番
役
勤
仕
の
史
料
を
何
一
つ
残
し
て
い
な
い
、
壱
岐
．
対
島
を
こ
れ
に
あ
て
る
と
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い
う
こ
と
も
出
て
こ
よ
う
。
し
か
し
、
壱
岐
・
対
馬
は
再
度
の
蒙
古
襲
来
に
備
え
て
の
貴
前
線
防
衛
基
地
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
防
衛
体
制
維
持
で
精
一
杯
で
あ
ろ
う

か
ら
、
両
島
を
あ
て
る
こ
と
も
無
理
な
よ
う
で
あ
る
。

．

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
百
道
原
地
区
の
石
築
地
築
造
（
修
理
）
が
、
九
州
各
国
の
共
同
負
担
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
方
は
、
想
定
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
否

定
し
っ
く
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
当
代
史
料
を
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
も
、
百
道
原
の
石
築
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
担
国
さ
え
分
か
ら
な
い

の
で
あ
る
。
文
献
か
ら
は
見
ら
れ
な
い
百
道
原
の
防
塁
と
い
う
報
告
を
も
の
せ
ざ
る
を
得
な
い
仕
儀
で
あ
る
。

（
川
　
添
　
昭
　
二
）

七
　
防
塁
と
そ
の
保
存
工
事

1
　
保
存
工
事
の
方
針

史
跡
と
し
て
の
保
存
工
事
の
基
本
方
針
は
、
原
型
お
よ
び
外
観
を
損
わ
ず
に
、
石
積
の
基
礎
部
分
の

安
定
と
露
出
部
分
の
風
化
防
止
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
勝
星
は
、
砂
地
盤
上
の
締
結
材
を
用
い
な
い
空
積

で
あ
り
、
し
か
も
急
造
施
工
の
た
め
仕
上
げ
が
粗
雑
な
部
分
も
あ
る
。
ま
た
構
造
も
各
々
地
形
や
築
造
担

当
者
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
り
画
一
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
区
ご
と
に
そ
れ
ら
の
諸
条
件
に
適

応
し
た
方
法
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
生
の
桧
原
防
塁
の
保
存
工
事

生
の
桧
原
防
塁
は
図
－
6
に
示
す
よ
う
に
、
傾
斜
地
に
あ
る
う
え
、
石
積
が
前
面
と
天
端
の
一
部
だ
け
で

あ
り
・
風
雨
に
よ
っ
て
砂
が
流
亡
す
れ
ば
い
た
っ
て
不
安
定
に
な
る
こ
と
、
お
よ
び
石
墨
が
海
岸
線
に
近
接

し
て
い
る
た
め
、
波
浪
や
雨
水
に
よ
る
基
礎
の
浸
食
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
保
存
河
東
と
し

て
、
石
墨
基
礎
の
根
固
め
の
た
め
砂
地
盤
に
ケ
イ
酸
ソ
ー
ダ
系
の
薬
液
浸
透
（
ア
ロ
ン
A
4
4
、
現
在
ア
ロ
ン

S
R
－
A
）
を
行
な
う
と
と
も
に
、
石
積
の
目
地
砂
の
脱
落
防
止
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル
タ
ル
の
詰
込
を
し
、

天
端
面
の
防
水
と
風
化
防
止
に
ア
ク
リ
ル
系
樹
脂
（
ミ
ュ
ー
ル
コ
ー
ト
）
を
施
し
た
（
昭
和
4
4
年
3
月
施
工
）
。

天端防水補強

防
塁
石
積

基礎地盤補強

単位mm約800

Fig．6　生の桧原防塁の保存工事（断面図）
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Fig．7　西新防塁（Ⅱ区）の平面図

昭
和
四
十
五
年
三
月
現
在
、
砂
地
盤
の
根
固
め
は
い
ず
れ
も
所
期
の
効
用
を
来
し
て
い
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
ほ
か
、
目

地
の
樹
脂
モ
ル
タ
ル
詰
め
は
堅
固
に
付
着
し
て
い
る
。
し
か
し
天
端
の
樹
脂
液
撒
布
に
よ
る
皮
膜
は
風
化
し
て
木
の
葉
状

に
剥
離
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
今
後
は
別
の
工
法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3
　
今
津
防
塁
の
保
存
工
事

今
津
緑
町
の
防
塁
は
、
台
形
を
成
し
比
較
的
堅
固
な
石
墨
で
あ

あ
る
の
で
、
目
地
砂
の
脱
落
防
止
と
、
天
端
の
雨
水
防
止
だ
け

を
考
え
、
生
の
桧
原
と
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
の
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
モ
ル
タ
ル
語
と
ア
ク
リ
ル
系
樹
脂
（
ミ
ュ
ー
ル
コ
ー
ト
）
の
撒

布
を
行
な
っ
た
。

（
昭
和
4
4
年
3
月
施
工
）
。

昭
和
四
十
五
年
三
月
現
在
、
目
地
詰
め
モ
ル
タ
ル
は
依
然
堅
固

で
あ
る
が
、
天
端
の
約
三
御
厚
さ
の
ミ
ュ
ー
ル
コ
ー
ト
皮
膜
は
、

収
縮
し
て
木
の
葉
状
に
な
り
、
目
的
の
効
用
が
十
分
で
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
状
態
は
生
の
桧
原
防
塁
の
も
の
と
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
本
防
塁
は
防
塁
全
体
が
石
積
で
あ
る
た
め
、

天
端
の
防
水
工
事
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

4
　
西
新
防
塁
の
保
存
工
事

海
岸
線
よ
り
も
廿
な
り
内
陸
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
大
正
時
代
か
ら
す
で
に
露
出
さ
れ
て
い
た
部
分
が
あ
り
、

そ
の
経
過
を
み
て
も
防
塁
の
保
護
と
し
て
は
、
天
端
に
客
土
し
野
芝
を
張
る
程
度
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
バ
降
雨
に

ょ
る
基
礎
の
路
盤
は
下
部
が
排
水
良
好
な
砂
地
盤
で
あ
り
、
付
近
は
わ
ず
か
に
丘
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
石
墨

が
地
下
水
位
下
に
は
な
る
こ
と
は
な
く
今
後
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

Fig．8　西新防塁（Ⅱ区）の保存工事（断面図）
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な
お
・
防
塁
は
原
地
盤
面
よ
り
掘
削
し
て
両
面
の
石
垣
を
露
出
さ
せ
て
い
る
の
で
、
防
塁
の
対
面
と
な
る
砂
地
盤
上
に
は
見
物
人
の
荷
重
が
か
か
る
。
そ
れ
に
よ
る
崩

壊
防
止
の
た
め
・
法
面
は
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
と
し
・
外
観
上
、
客
土
し
張
芝
を
施
す
が
よ
い
。
平
面
図
は
図
－
7
、
側
面
図
は
図
－
8
に
示
す
。

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
天
　
山
内
研
究
室
）

八
　
お
　
わ
　
り
　
に

西
新
地
区
元
寇
防
塁
の
調
査
は
、
保
存
工
事
に
付
随
し
て
行
な
わ
れ
た
た
め
、
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
防
塁
の
構
造
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
結
果
を
得
た
。

1
　
西
新
地
区
元
寇
防
塁
は
西
は
藤
崎
指
定
城
内
に
つ
づ
き
、
東
は
西
南
学
院
内
を
通
り
、
地
行
西
町
の

指
定
地
で
確
認
さ
れ
る
。
古
く
室
見
川
畔
、
唐
人
町
に
も
散
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
愛
宕
山
か
ら
荒
津
崎
の

東
西
三
血
に
発
達
し
た
標
高
（
現
在
の
標
高
）
五
m
の
砂
丘
上
の
防
塁
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
西
新
地
区
防
塁
は
後
面
の
標
高
（
地
盤
の
標
高
）
三
．
五
m
、
前
面
で
三
・
三
m
の
砂
丘
上
に
立
地
し
、

後
面
か
ら
前
面
に
か
け
て
（
海
側
へ
）
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
標
高
三
m
前
後
の
砂
丘
上
に
構
築
さ

れ
る
点
は
生
の
桧
原
地
区
、
今
津
地
区
と
共
通
す
る
。

3
　
前
面
を
整
然
と
積
み
上
げ
、
防
塁
の
内
部
と
後
面
下
に
粘
土
に
よ
る
基
盤
工
事
を
施
し
た
構
築
法
は

他
に
例
を
見
な
い
。
粘
土
と
砂
を
交
互
に
配
置
し
た
内
部
構
造
は
、
幅
広
い
防
塁
を
一
層
安
定
し
た
も
の
と

し
、
生
の
桧
原
、
今
津
地
区
の
防
塁
よ
り
入
念
で
、
強
固
な
構
築
法
と
な
っ
て
い
る
。

4
　
石
材
は
砂
岩
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
、
礫
岩
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
玄
武
岩
、
変
成
岩
が
少
量
含
ま
れ
る
。

砂
岩
は
愛
宕
山
か
ら
小
戸
岬
一
帯
に
か
け
て
多
量
に
分
布
し
、
礫
岩
は
愛
宕
山
、
荒
津
崎
に
見
ら
れ
、
玄
武

岩
、
変
成
岩
が
能
古
島
を
石
材
の
産
出
地
と
想
定
し
う
る
。
粘
土
は
皿
山
、
免
原
山
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

5
　
石
材
に
は
整
然
と
積
み
上
げ
る
も
の
、
石
と
石
の
間
を
埋
め
る
も
の
（
胴
込
み
石
）
石
と
石
の
間
に
押

し
込
み
、
全
体
を
占
め
る
割
合
の
も
の
の
三
つ
に
類
別
で
き
る
。
前
者
は
大
き
な
石
で
、
硬
質
な
石
材
が
選

71



ば
れ
、
方
形
．
長
方
形
に
近
い
安
定
し
た
形
状
を
言
王
す
る
。
後
者
は
楔
形
の
縦
長
の
石
が
多
く
、
玄
武
岩
、

変
成
岩
の
割
石
を
利
用
し
た
小
さ
な
石
が
多
い
。
更
に
、
上
に
積
み
上
げ
る
石
と
石
の
間
に
は
砂
を
入
れ
、

石
の
安
定
を
は
か
り
な
が
ら
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
西
新
防
塁
の
構
築
上
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

6
　
防
塁
の
断
面
構
造
は
生
の
桧
原
、
今
津
、
西
新
地
区
と
調
査
地
区
ご
と
に
構
築
法
を
異
に
し
て
い
る
。

生
の
桧
原
、
今
津
地
区
の
調
査
で
は
、
石
材
、
構
築
法
の
相
違
が
構
築
分
担
国
の
相
違
と
一
致
す
る
結
果
を

得
た
。こ

の
結
果
は
、
西
新
地
区
の
構
築
分
担
国
を
研
究
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
特
に
構
築
分
担
国
の
不
明
な

筑
前
、
筑
後
の
負
担
地
区
を
考
定
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

7
　
西
新
地
区
の
保
存
工
事
は
生
の
桧
原
、
今
津
地
区
と
は
工
法
を
異
に
し
、
保
存
区
の
芝
張
り
、
ベ
ン

チ
、
水
銀
灯
の
設
備
等
、
特
に
環
境
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
完
成
を
み
た
。

8
　
四
十
二
年
度
か
ら
元
寇
防
塁
保
存
整
備
三
力
年
計
画
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
度
は
生
の
桧
原
地

区
、
四
十
三
年
度
は
今
津
地
区
、
四
十
四
年
度
は
西
新
地
区
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
後
は
防
塁
の
保
存

活
用
、
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
き
た
。
昭
和
四
十
五
年
度
は
元
寇
防
塁
関
係
史
料
の
集
大
成
が
行
わ
れ
て
お

り
防
塁
の
保
存
対
策
と
し
て
基
盤
砂
丘
の
国
定
、
築
石
の
風
化
、
転
落
防
止
の
た
め
の
研
究
を
継
続
し
、
デ
ー

タ
の
集
積
を
行
な
っ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
多
く
の
成
果
を
収
め
て
そ
れ
ぞ
れ
概
報
と
し
て
報
告
さ
れ
、
一
応
当
初
の
計
画
を
終
わ
り
、

四
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
緊
急
調
査
の
要
請
さ
れ
る
地
区
が
残
さ
れ
て
い
る
。
近
年
特
に
都

市
化
の
開
発
に
伴
な
い
、
中
世
遺
構
が
発
掘
調
査
さ
れ
る
例
が
多
く
な
り
、
元
寇
防
塁
の
関
連
資
料
の
増
大

を
み
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
各
分
野
ご
と
の
多
く
の
調
査
資
料
を
集
積
、
整
備
し
、
資
料
化
す
る
作
業
や
防
塁

の
石
材
搬
出
地
の
考
定
、
地
形
の
復
元
等
々
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

今
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
調
査
の
体
制
を
継
続
し
、
本
報
告
の
刊
行
に
そ

な
え
た
い
。

Fig．9　西新（百道原）地区防塁の遠景（愛宕山頂から）
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PL．1

西新防塁Ⅰ区の全景（南から）





PL．Ⅱ

西新防塁の横断面（Ⅰ区）

1は北から

2は西から



．



PL．Ⅲ

1西新防塁の前面（Ⅰ区）

2西新防塁の後面（Ⅰ区）



．

■



PL．Ⅳ

1西新防塁の前面（Ⅱ区・保存工事前）

2西新防塁の後面（Ⅱ区・保存工事前）





PL．Ⅴ

保存整備された元寇防塁

1生の桧原（A・B地点）2今津（Ⅲ区）3西新（Ⅱ区）
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